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はじめに 

　遺伝子組換え（GM）技術は生命科学の研

究において必須の実験手法であるとともに，

医薬品や工業用酵素などの開発・製造や農作

物の品種改良にも応用されている。GM農作物

や食品については多くの情報が様々な媒体か

ら発信されているが，科学的事実や生産・流

通等々の現場についての誤解による情報も少

なくない。GM農作物や昆虫等の研究開発を

行っている農業生物資源研究所（生物研）で

は2005年からGM農作物展示ほ場（畑）を設

置し，流通しているGM農作物を実際に見てい

ただき，コミュニケーションの場として利用

してきた。また，2007年から2010年まで「市

民参加型展示ほ場」というイベントを実施し，

情報提供と信頼関係構築を行ってきた。この

イベントでは1回あたりの参加者は少ないもの

の，参加者と時間をかけて対話できるような

コミュニケーション活動を目指した。

　「市民参加型展示ほ場」の詳細は内田ら1）や

笹川ら2）の文献を参照されたい。このイベン

トの1つの特徴は，プログラムにダイズ畑の除

草作業を組み込むことで農業への理解を深め

るきっかけとし，合わせてGM技術の利用につ

いて考えようとしたことである。研究者も除

草作業に加わり，“みんなで一緒に”汗をかき

ながら作業することが，市民と研究者との信

頼関係の構築に大きく影響した。しかし，イ

ベント当日に除草作業用の畑の生育状況を合

わせる等準備に難しい点もある。そこで，除

草作業を行わずとも効果的なコミュニケー

ションイベントができないかと考え，2012年7

月に「市民と研究者が一緒に考える 遺伝子組

換え」を実施した。

イベントの準備 

　これまで生物研で行ってきたGM技術に関す

るコミュニケーション活動は，一貫して，異な

るステークホルダー間で「一緒に考える」こと

をしたい，という姿勢をとってきた。今回のイ

ベントでもその意志を示したいと考え，イベン

ト名に「一緒に考える」という言葉を用いた。

　会場は，ほ場見学以外は生物研の会議室を

使用し，定員90名程度の会議室の前半分を講

義・意見交換のスペースに，後ろ半分を実験

や展示スペースとし，壁にはGM技術に関係

したポスターを貼付した。夏季の暑さ対策と

して帽子や飲み物の持参を参加者にお願いし

た他，企画側でもほ場見学用に麦わら帽子を，

会議室には冷たい麦茶や冷やしタオル（クー

ラーボックスに氷水をいれたものとハンドタ

オル）を用意した。

　当日の内容とスケジュールを表に示した。

情報提供ではGM技術の原理や安全性評価の

しくみの他，国内外の穀物生産や食料安全保

障の観点など農業や社会的側面からも現状

を紹介することにした。展示ほ場は，当日に

GM・非GMトウモロコシの収穫・試食ができ

るように播種時期を調整し，栽培した。

　意見交換の班分けは，男女の比率，年齢層，

職業などが偏らないように事前に行った。コ

時間 内容

13：00～13：10 はじめの挨拶

オリエンテーション

13：10～13：15 アンケート記入

13：15～13：30 ほ場見学の概要

13：30～14：00 ほ場見学と，トウモロコ
シの収穫

14：00～14：30 休憩

14：30～15：00 ブロッコリーからの
抽出実験と， カイコ
研究の紹介

15：00～15：40 情報提供

15：40～16：50 意見交換

16：50～16：55 アンケート記入

16：55～17：00 終わりの挨拶

17：00～ 研究所内施設見学（希
望者のみ）

GM

表：イベント当日のスケジュール

信頼構築を目指した
サイエンスコミュニケーションの試みについて
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　「市民と研究者が一緒に考える 遺伝子組換え」の実施
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ミュニケーションイベントの経験が豊富な研究

者ばかりではなかったため，意見交換の進め方

について，研究者が隣合わせに座らないこと，

進行係となってもらい，「今日は暑いところご

苦労さまでした…」などと口火を切ってもらう

こと，班のメンバー全員が発言できるよう気配

りすることなどの配慮を事前に打ち合わせた。

話し合う内容は当日の感想，不安や疑問に思っ

ていること，将来のGM技術の使い方の3つを

挙げておいたが，それに縛られずに自由に話し

合ってもらってもよいこととした。また，意見

交換は，「食べる」ことを通して参加者・研究

者ともにリラックスして会話ができるように，

ほ場見学時に収穫・調理したトウモロコシやお

茶菓子などを食べながら行うことにした。

当日の様子 

　当日は16名の参加者があった。展示ほ場の

見学の際，事前に会議室で観察する農作物の

説明をした後に移動，除草剤散布後も生育し

ている除草剤耐性GMダイズ，害虫防除せずに

栽培して害虫被害を受けた非GMトウモロコシ

と害虫抵抗性GMトウモロコシの比較観察など

を行った。その後，試食用のトウモロコシを

参加者に収穫してもらった。　試食する際に参

加者が食べたい方を選べるようにトウモロコ

シはGM・非GMの両方を収穫した。野外での

見学では，企画側は参加者の体調変化に気を

配りながら農作物の説明を行っていたが，暑

さが非常に厳しかったため，50分間予定して

いた展示ほ場の見学を30分に急遽短縮し，会

議室での休憩時間を延長した。

　休憩時間中，参加者・企画側ともに水分補

給や冷しタオルを使って体を休めたが，暑さ

が引いてくると壁に貼付したポスターや展示

物を見ながら参加者と研究者とが自然に会話

が始まり，単なる休憩時間ではなく対話の時

間となった。その後に実施した実験や観察も，

非常に和やかな雰囲気で参加者・企画側とも

に楽しい時間を共有することができた。

意見交換の様子 
　

　意見交換の時間では，グループごとの意見

交換を25分間，班ごとの意見交換の概要発表

を5分，全体の意見交換を35分間行った。各班

から共通した意見としては，「研究サイドから

の提供する情報量や機会を増やし，非専門家

でもわかりやすく説明して欲しい」というこ

とだった。全体の意見交換でもこの点を1つの

話題とした。GM農作物に関するコミュニケー

ションを10年以上経験している研究者からは，

「以前のような強い反対意見を言われる機会は

減っているが，なんとなく不安という人はま

だ多い」という意見もあった。数人の参加者・

研究者のやり取りを通し，GM技術に関するコ

ミュニケーションにおいては，わかりやすい

説明に努めることはもちろんであるが，社会

の受容は急には変わらないので焦らずにじっ

くりとコミュニケーションを取っていくことが

重要ではないか，という結論となった。

　GMトウモロコシの試食については参加者全

員が食べていた。事後アンケート結果による

と，食べた理由としては，興味本位で食べてみ

た（4名），安全だと思うから（2名）の他，見

学と情報提供を通して安全と納得できたから（1

名），少量なら危険はないと思った（1名）とい

う意見だった。しかし，今後もGM不分別表示

のものを選ぶと回答した人が3名あった。今回

のイベントの目的は参加者全員がGM農作物や

GM食品を受容させることではなく，情報提供

と信頼関係の構築であるため，この結果よりイ

ベントが失敗であったとは考えていない。

さいごに 

　当日の参加者である新聞記者の方が後日書

いてくださった，イベントについての記事の

中で，「対話の場を育もうという意志を感じた」

とのコメントがあった。筆者は同様の意見を

他の参加者からも聞いている。これらは一方

的に情報を提供するだけでなく，様々なステー

クホルダーと一緒に考えていきたい，という

企画側の姿勢が伝わったものと考える。また，

参加者からは冷麦茶や冷しタオルの用意が好

印象であった。このような「自分たちが参加

者だとしたら，どのような心遣いをうれしく

思うか」という，当たり前の小さな配慮の積

み重ねも信頼関係の構築にも反映されるので

はないかと感じた。

　反省点として，意見交換やアンケート記入

の時間が短いとの意見や，夏季の野外活動の

方法の改善点など検討事項がある。反省点を

踏まえ，参加者は少数でも，確実に信頼関係

が構築できるイベント等の機会を継続して行

うことが重要であると考える。
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